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・生徒がより主体的・協働的に学ぶこと授業の質の向上を望む。（保護者）
・商業関係の検定合格に向けた指導の強化を望む。（保護者）
・家庭学習の時間を確保できる、節度ある部活動運営を望む。（保護者）
・学校全体として落ち着いて学習に取り組む環境・雰囲気を評価。（学校評議員）
・挨拶、来校者への気遣い等が自然にできる生徒の人柄を評価。（学校評議員）
・駒ヶ根市、上伊那地区等地域との積極的な連携を行う姿勢を評価。（保護者・学校評議
員）
・商業科の課題研究の内容について高く評価。（保護者・学校評議員）

・１人１台タブレット端末の日常的な活用に期待。（保護者）
・１人１台タブレット端末を活用した授業実践の拡大に期待。（学校評議員）
・授業者と生徒、生徒どうしの双方向の対話のある授業の更なる実践に期待。（学校評議
員）
・生徒が安心して登校できる雰囲気を大切にした学級運営を評価。（保護者）
・赤穂総合学科新校(仮称）開校にむけた地域に開かれた学びの実践に期待。（保護者）
・駒ヶ根市のウミガメプロジェクトと連携した地域探究活動を評価。（保護者・学校評議
員）

１．自ら学ぶ学習習慣の確立をめざし、自己の進路実現のできる確かな学力を身につけさせる。
２．社会の形成者として必要な規範意識の向上をはかり、基本的な生活習慣の確立と自律的な行動のできる力を養成する。
３．地域に根ざし、開かれた学校づくりを推進し、普通科・商業科の特色を発揮できるよう努力する。

（1）ICTの活用と双方向の学びづくりを心がけることで、生徒がより主体的かつ協働的になるような教育の実践を目指す。とりわけ、「探究」
を学びの中核に据えることで、生徒が課題解決力や柔軟かつ戦略的な思考力を高めながら、希望する進路の実現や資格取得等に繋げ
られるよう、生徒個々への支援の充実を図っていく。

(3)学校が主体的に「目指す学びの姿」を打ち出しながら、地域と連携した学びの推進や生徒・保護者の期待する学校像を踏まえた学び
の展開と成果検証を行うことで、赤穂総合学科新校（仮称）の円滑な開校に向けた学校づくりに取り組む。

(2)全教職員が生徒一人ひとりの個性や人権を大切にした教育を実践することで、生徒が思いやりや感謝の気持ちをもち、他者と関わりな
がら自信をもって社会生活を送れるような人間性の育成を目指すとともに、心身ともに健康でいじめや体罰のない安全・安心な学校をつく
る。

60　赤穂高等学校

教務、予算施設、学校運営
検討、ＰＴＡ、同窓会、学校
評議員会運営、安全衛生、Ｉ
ＣＴ、将来像検討
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・ＪＲ運休などの情報発信の迅速化に期待。（保護者）
・一斉メール配信を更に活用し、紙ベースでの連絡の削減に期待。（保護者）
・家庭、地域への更なる情報発信を望む。（保護者）
・報道機関を活用した積極的な情報発信を評価。（学校評議員）
・奨学金に関する幅広い情報提供に期待。（保護者）
・ＰＴＡ、同窓会との良好な関係構築を評価。（保護者・学校評議員）
・授業公開日の拡大を望む。（学校評議員）
・トイレ、体育館などの老朽化への対策に期待。（保護者・学校評議員）
・日常の感染症予防対策を評価。（学校評議員）

評価対象

　憲法及び教育基本法の精神に基づき、特に次の事項に留意して教育実践に当たる。
１．生徒の自主性を高め、個性を伸ばし、社会性を養い、実践力のある社会人の育成に努める。
２．社会および自然に関する科学的思考力を高め、人文領域への関心を深めさせることで総合的学力の涵養をはかる。
３．体育及び芸術教育を通して、情操教育を尊重し、心身の調和的発達を期する。
４．課程・学課の特徴を明確にし、相互の協力をはかるなかで、地域に根ざし、特色の発揮に努める。

令和６年度 赤穂高等学校 学校関係者評価報告書

学校評議員・保護者による評価

・赤穂総合学科新校（仮称）における新たな学びを実現できる教育課程の編成に期待。（新
校準備委員）
・進路相談の充実、進路に係る豊富な情報の更なる発信に期待。（保護者）
・探究を中核にした授業の実践に期待。（学校評議員）
・社会や子どもたちの変化に対応する場当たり的な指導ではなく、生徒の人権意識、規範意
識の醸成を目標とした生徒指導に期待。（学校評議員）
・地域と積極的に関わろうとする生徒会活動を評価。（学校評議員）
・コロナ禍で制限されていた文化祭の活性化に期待。（保護者）

教育課程、進路指導、学習
指導、人権平和教育、図
書、視聴覚、生徒指導、生
徒会、美化、保健

今年度の重点目標


